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１．教育計画 母性看護学 

 

2．授業計画 

回 時間 主題 授業内容 形態 担当者 

1 ２ 

周産期における 

アセスメントと 

看護技術 

妊娠期・分娩期の看護 講義 

秋元 

2 ２ 産褥期・新生児期の看護 講義 

3 2 母乳栄養について 講義 

4 2 看護過程① 講義 

５ ２ 看護過程② 講義 

６ 2 看護過程③ 講義 

７ 2 看護過程④ 講義 

８ 2 特定妊婦について 講義 

９ 2 母性看護技術について 講義 

10 ２ 学内実習オリエンテーション 講義 

11 
4 マタニティビクス マタニティビクス 演習 

大橋 
12 

13 ２ 外来看護 助産師外来 演習 

14 ２ アフタービクス アフタービクスの実際 講義 

15 ２ 評価 筆記試験  秋元 
 

分野 専門分野Ⅱ 母性看護学 科目名 母性看護学総合学習 

単位・時間 1単位・30時間 対象学年 ４年生 

方法 講義 時期 前期 

講師名 

（担当授業時間数） 

専任教員 秋元 未来（20時間） 

外部講師 大橋 美貴（8時間） 

講師の実務経験 助産師として他病院に 8年５カ月、星総合病院に５年５カ月 

学習目標 
妊娠・分娩・産褥期にある対象をアセスメントする能力を身につけ、対象

の健康の保持増進に必要な援助技術を学ぶ。 

成績評価方法 筆記試験 

使用テキスト 

医学書院：母性看護学概論  母性看護学各論 

中央法規：新看護観察のキーポイント 母性Ⅱ 

インターメディカ：写真でわかる母性看護技術 

照林社：母性看護実習ガイド 

参考文献 医歯薬出版：ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程 

履修上の留意 
・提出物は提出期限を厳守すること。 

・受験資格：規定時間の講義への出席 

教員からの 

メッセージ 
母性看護学実習へ向けて、対象への看護・技術について学びましょう！ 


